別記様式第１号（第４条関係）
快適な住まいづくり促進事業補助金交付申請書
	
	
	年
	
	月
	
	日


　猿払村長　　　　　　　　　様
申請者
	住所
	

	氏名
	
	 eq \o\ac(○,印)


　猿払村快適な住まいづくり促進条例第７条第１項の規定に基づき、補助金の交付を受けたいので、関係書類を添えて申請します。
	１
	工事等の施工場所
	猿払村
	

	２
	対象工事等の区分
	□
	新築工事（別添１を添付してください）

	
	
	☑
	改修工事（次のいずれかをチェックし、別添２を添付してください）

	
	
	
	□
	バリアフリー改修工事
	□
	断熱改修工事
	

	
	
	
	□
	耐震改修工事
	
	
	

	
	
	□
	耐震診断（別添３を添付してください）

	３
	住宅の構造
	□
	木造
	□
	その他（
	
	造）

	４
	住宅の種類
	□
	専用住宅
	□
	併用住宅（用途：
	
	）

	５
	住宅の面積
	建築面積：
	
	㎡
	延べ床面積：　　　　　　
	
	㎡

	６
	工事等に要する費用
	
	円
	工事等の区分
工事等に要する費用
新築工事
工事見積額
改修工事
改修工事補助金算定表の(A)欄から(C)欄の合計額を転記
耐震診断
費用見積額


	７
	補助金交付申請額
	
	円
	工事等の区分
補助金交付申請額
新築工事
村内建設業者施工の場合
200万円
村外建設業者施工の場合
50万円
改修工事
改修工事補助金算定表より転記
耐震診断
費用見積額(千円未満切捨てとし、上限額は10万円)


	８
	事業の着手及び
完了の予定年月日
	着手：
	
	
	年
	
	月
	
	日

	
	
	完了：
	
	
	年
	
	月
	
	日

	９
	入居(予定)者の構成
	区分
	続柄
	氏　　名
	生年月日
	職業等

	
	
	申請者
	
	
	 ・　・
	

	
	
	同居者
	
	
	 ・　・
	

	
	
	〃
	
	
	 ・　・
	

	
	
	〃
	
	
	 ・　・
	

	
	
	〃
	
	
	 ・　・
	

	
	
	〃
	
	
	 ・　・
	

	10
	工事等施工事業者
	住所
	

	
	
	名称
	

	
	
	代表者名
	

	
	
	(電話番号)
	
	(担当者名)
	


※対象工事等の区分に応じて、別添１から別添３を添付すること。
別記様式第１号の別添２（改修工事・その１）
申請にあたっての確認事項
	確認項目
	確認内容（該当する項目にチェック）
	備考

	交付対象者に関すること
	
	

	
	住宅の所有者
	□
	申請者と住宅の所有者は同一である。
	

	
	猿払村に対する債務の履行状況
	□
	村税又は使用料等の滞納がある。
	転入等により本村で課税されていない場合は、転入前に居住していた市町村が発行する納税証明書を添付すること。

	
	
	
	名称：
	

	
	
	□
	村税及び使用料等の滞納はない。
	

	
	暴力団員の有無
	□
	申請者及び同居(予定)者に暴力団員はいない。
	

	
	共有名義である場合
	□
	申請者以外の所有者から申請に関する同意を得ている。
	該当しない場合は、この欄に斜線を引くこと。

	
	定住の意思
	□
	補助金の交付を受けた年度の末日から起算して５年以上、本村に居住する意思がある。
	

	工事内容に関すること
	□
	住宅の床面積が70㎡以上である。(併用住宅の場合は当該部分を除いたもので、かつ、全体の1/2未満であること。)
	

	
	□
	玄関・台所・水洗便所・収納設備・洗面設備・浴室が設けられている。
	

	
	□
	村内建設業者による施工である。
	

	
	□
	バリアフリー改修工事又は断熱改修工事に要する費用として算定した額が30万円以上である。
	耐震改修工事を除く。

	補助の制限に関すること
	
	

	
	改修工事に係る他の補助金等の申請状況
	□
	国へ補助金等の交付を申請(予定)している。
	他の補助金等の交付決定に関する通知書類が交付されている場合は、その写しを添付すること。（手元にない場合は、到着次第提出すること）

	
	
	
	所管省庁名：
	

	
	
	
	補助金等の名称：
	

	
	
	□
	北海道へ補助金等の交付を申請(予定)している。
	

	
	
	
	補助金等の名称：
	

	
	
	□
	他の補助金等の申請はしていない。(予定を含む)
	

	
	改修工事に係る他の制度による給付等の申請状況
	□
	介護保険法による住宅改修費の給付を申請(予定)している。
	各種給付の決定に関する通知書が交付されている場合は、その写しを添付すること。（手元にない場合は、到着次第提出すること）

	
	
	□
	障害者総合支援法による住宅改修費の給付を申請(予定)している。
	

	
	
	□
	その他の制度による給付等を申請(予定)している。
	

	
	
	
	給付申請先：
	

	
	
	
	制度の名称：
	

	
	
	□
	他の制度による給付申請はしていない。(予定を含む)
	

	住宅の耐震に関すること(※)
	
	(※)昭和56年６月以降に新築した住宅である場合は記載不要

	
	建築年次
	□
	建築年次が昭和56年５月以前である。
	

	
	住宅の構造
	□
	２階建て以下の木造の住宅である。
	

	
	耐震診断の内容
	□
	耐震診断を受けた住宅であって、その結果により求められた上部構造評点が＜1.0未満・1.0以上＞である。
	評点が1.0未満である場合は耐震改修工事の実施を必須とする。

	
	耐震診断費用
	□
	耐震診断の費用に対して、この補助金の交付を受けている。
	


裏面も記入してください
別記様式第１号の別添２（改修工事・その２）
	誓約書兼同意書
１　この申請書に記載した事項について、相違がないことを誓約します。
２　村税その他猿払村に対する私の債務状況について、村当局に照会することを同意します。
申請者
住所
氏名
 eq \o\ac(○,印)



（添付書類）
＜共通＞
(１) 改修工事補助金算定表（別記様式第２号）
(２) 改修工事内容説明書（別記様式第３号）
(３) 住宅の附近見取図
(４) 改修工事前の住宅の平面図及び改修しようとする部位の写真
(５) 改修工事の内容が記載されている図面
(６) 建物の登記事項証明書のうち全部の事項が記載されたもの又は固定資産税納税通知書に添付される課税明細書の写し
(７) 申請者及び同居しようとする全ての者が記載された住民票の写し
(８) 工事見積書の写し
(９) 使用資材の性能及び規格等を示すもの
(10) その他村長が必要と認める書類
※ 村から耐震診断費用に対する補助を同一年度に受けており、その内容に変更がない場合は上記(６)及び(７)の書類の添付を省略することができる。
＜耐震改修工事のみ＞
(１) 耐震診断の結果を示した書類の写し
(２) 耐震改修工事の実施後に想定される上部構造評点が確認できる計算書の写し
